


前書き

　2011年に将棋のプロ棋士になった高見泰地君には、小学校三年生の頃から「名言」を紹介して
いきました。ところが、やる気のない小中学生にプリントを配ると紙飛行機になって戻って来ま

した。

これを図解化してみれば、分かりやすくなり興味もわくのでないかと考え実行しました。自分

でやってみると、自分も言葉の意味を理解していなかったことに気づきました。言葉の背後の知

恵をつかむことが大切なのです。

分かりやすく知恵をつかむのに名言の図解は威力を発揮します。できれば、自分でも試しに自分

の好きな言葉を図解してみてください。

スポーツ名言

http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e2103104.html

頭脳を鍛える名言集

http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e1371418.html

http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e2103104.html
http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e1371418.html


反復の大切さ



努力で理想へ



意識で行動が変わる



自分の未来と比較せよ



キライなことをやれる能力



努力と工夫の継続



察知力



悩んで引き出しを増やせ



夢は小さなことを積み重ねて



一流の環境へ



アドバイスは間口を広く



やってみて考える



挑戦せずして成功なし



予測できない時にどうするか



ちょっと違えば、大違い



ちょとしたきっかけを与えろ



新しものを常に加えていけ



反復しろ。もがけ。



自分の意思で



努力の天才



競争を勝ち抜く



細かいことを感じるか、考えるか



欠点を逆用せよ



自分観と無我夢中の往復

為末大　「走る哲学」

◎自分の観始めは難しい。足だけ考えているといつの間にか手が固まっていたり、足を真っすぐ出す事だけを考えていると身体が

捻じれていたりする。細部をいじると全体がどう変化するかというのを感じながらじゃないと、最初は考えれば考えるほどぎこち

なくなっていく。

◎観る事ができるようになってきて全部を意識下に置こうとすると、無我夢中の時に出るびっくりするような動きが今度は出なく

なる。いくら遊んでも自分を驚かせるには限界があって、その停滞を嫌がって今度は観ている自分をなるべく追い払って行為に没

頭しようとする。行ったり来たり。



停滞の時期には自己観察し本当にやりたいことを

為末大　「走る哲学」

やればできた、の段階が終わり、やってもできないかもしれない、の領域に入ると、自分観察をせざるを得なくなった。陸上の練

習は単純で辛い。しかも頑張っても将来が保証されていない。つまり"頑張ってる今が楽しくないと続けられない。それは自分が本
当に欲しているものを知らないとわからない。



他の図解名言

http://p.booklog.jp/book/39354/read　Shogi quotations with charts

http://p.booklog.jp/book/34738/read  名言を図解する

http://p.booklog.jp/book/33156/read　図解頭脳を鍛える名言集　100円

http://p.booklog.jp/book/39354/read
http://p.booklog.jp/book/34738/read
http://p.booklog.jp/book/33156/read


自選記事

パブーで作った電子書籍
http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e3157216.html
 
私の人気記事ベスト10 
http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e5145078.html
 
「天才村木の勉強道場」自選記事
http://tensaimuraki.hamazo.tv/c625692.html
 
「ユーモア、川柳、名言」自選記事
http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/c613424.html

http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e3157216.html
http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/e5145078.html
http://tensaimuraki.hamazo.tv/c625692.html
http://murakitatsuo1969.hamazo.tv/c613424.html

